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災
害
に
備
え
る　

　　

〜
日
頃
の
備
え
が
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
事
な
人
を
守
り
ま
す
〜

　

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
原
則

で
す
。「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

平
成
18
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
長
野
県

各
地
、
特
に
中
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
災

害
が
発
生
し
、
長
和
町
に
お
い
て
も
大
き

な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
人
家
に
関
わ

る
と
こ
ろ
で
は
、
床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
、

水
路
の
増
水
に
よ
る
庭
先
へ
の
土
砂
流
入

等
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

10
月
に
発
生
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
第
19
号
）
の
大
雨
の
際
に
は
「
大

雨
（
土
砂
・
浸
水
害
）
特
別
警
報
」
が
長

和
町
に
発
表
さ
れ
、
停
電
・
断
水
な
ど
も

発
生
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
７
月
に
九
州

地
方
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
（
令
和
２

年
７
月
豪
雨
）
が
発
生
し
、
長
野
県
内
で

も
多
数
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
自
然
災
害
を
完
全
に
防
止
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
の
備
え
に

よ
っ
て
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
秋
は
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
も

た
ら
す
浸
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災

害
に
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
長
和
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
は
、

町
内
全
域
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
浸
水

想
定
区
域
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
あ
る
と
お
り
、
⻑
和

町
は
⼭
間
地
で
あ
り
、
⼭
も
深
い
こ
と
か

ら
町
の
ほ
と
ん
ど
が
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

⼟
砂
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

ず
、
発
⽣
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
災

害
で
す
。
近
年
で
は
局
地
的
集
中
豪
⾬
な

ど
の
発
⽣
が
多
い
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地

で
⼟
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど
の
よ
う
な
危
険

性
が
あ
る
か
を
理
解
し
て
、
避
難
経
路
な

ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

長
和
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

町指定避難施設・
場所等リスト

長和町防災
ハザードマップ

　
　
◀
平
成
18
年
7
月
豪
雨
災
害
（
古
町
・
大
内
橋
周
辺
）

　
　
▶
令
和
元
年
10
月
台
風
第
19
号
（
大
門
・
落
合
周
辺
）

特　集

お問合せ先
総務課総務係

☎ 75-2040
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　警戒レベル５では既に災害が発生している状況なので、警戒レベル３や
４の段階で避難することが重要です。町からの避難勧告とともに、自発的
に気象情報などを入手し、早めに自ら避難行動の判断をしてください。
　日頃から、防災情報の入手方法を確認し、早めの避難ができるように心
掛けましょう。情報を待つのではなく、自発的に収集する姿勢が、迅速な
避難行動を可能にし、被害の軽減に繋がります。

　長和町防災情報（町ホームページ）
　https://town.nagawa.nagano.jp/　　　　　　　 　 　

　categories/bunya/life/disaster_prevention/

　　　　　　　　　
　「はれラジ」エフエムとうみ
　　　　　             https://fmtomi785.jp

　長和町公式 Twitter
　              https://twitter.com/nagawatown

　　　　　　
   長和町公式 Facebook
            https://www.facebook.com/nagawamachi/

長和町告知放送システム
告知放送サービスは、防災・減
災の観点から、住民に情報を確

実に・早く伝えるサービスです。

　　　　　　
気象庁（気象警報・注意報：長和町）
　https://www.jma.go.jp/jp/warn/2035000.html

長野県河川砂防情報ステーション
   https://www.sabo-nagano.jp/res/portal.html

テレビ・ラジオ
　テレビのデータ放送（ｄボタン）でいつでも気象情報が確認できます。

3

防災情報
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災害時の心得災害時の心得

家具の置き方の工夫

非常用持ち出しバックの準備

□家具は壁に固定　

□寝室や子供部屋の家具は最小限。置く場所も背の低い家具にして倒れた時に出口を塞がないように配置を工夫

□手の届くところに懐中電灯、スリッパ、ホイッスルを準備

　災害後の救助や支援物資が届くまでに最低限必要なものを準備しておきましょ

う。１人当り最低３日分以上の食料品や飲み物などを備えておきましょう。

　家族構成によっても違ってきますので、何が必要か家族で話し合ってみましょう。

　電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、普段から飲料水

や保存の効く食料などを備
び ち く

蓄しておきましょう。防災のために特別なものを用意す

るのではなく、できるだけ普段の生活の中で利用されている食品等を備えるように

しましょう。

　また、自宅が被災したときは、安全な場所に避難し避難生活を送ることになります。非常時に持ち出すべきも

のをあらかじめリュックサックに詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

災害に対する家庭での備え災害に対する家庭での備え
いざという時のために備えていますか？いざという時のために備えていますか？

4

食料・飲料の備蓄

（出典：首相官邸「災害に対するご家庭での備え」）

□貴重品（預金通帳、印鑑、現金、保険証等）

□飲料水

□食品（カップめん、缶詰、ビスケット、

　　　　チョコレートなど）

□防災用ヘルメット・防災ずきん

□衣類・下着

□レインウェア

□紐なしのズック靴

□懐中電灯・携帯ラジオ（手動充電式が便利）

□予備電池・携帯充電池

□マッチ・ろうそく

□救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）

□使い捨てカイロ

□ブランケット

□軍手

□洗面用品（歯ブラシ・歯磨き粉・タオルなど）

□ペン・ノート

◆感染症対策にも有効です

□マスク

□手指消毒用アルコール

□石鹸・ハンドソープ

□ウェットティッシュ

□体温計
※乳児がいる家庭は紙おむつ、ミルク、哺乳瓶などを用意しておきましょう

□飲料水３日分（１人１日３リットルが目安）

□非常食３日分（ご飯（アルファ米など））、レトルト食品、　ビスケット、チョコ、乾パンなど）

□トイレットペーパー、ティッシュペーパー、マッチ、ろうそく、カセットコンロなど

※大規模災害時には「１週間分」の備蓄が望ましいとされています。

5

ご家族同士の安否確認方法は
決まっていますか？

　別々の場所にいるときに災害が発生した場合でも
お互いの安否を確認できるよう、日頃から安否確認
の方法や集合場所などを、事前に話し合っておきま
しょう。災害時には、携帯電話の回線がつながりに
くくなり、連絡がとれない場合もあります。「災害用
伝言ダイヤル 171」や「災害用伝言板」を活用する
など、音声やメッセージで安否確認できます。また、
各携帯会社の災害伝言サービスも活用してください。

車で避難・安全確保される方へ
交通事故・避難中の被災にお気をつけください
○洪水・土砂災害に係る警戒レベル３（高齢者等　
　避難開始）の発表と同時に避難するなど余裕を　
　持った行動をお願いします。
エコノミー症候群を甘く見ないで！
　食事や水分を十分に取らない状態で、車の中など
狭い座席で長い間同じ姿勢をとっていると肺塞栓や
脳卒中、心臓発作などを引き起こす可能性がありま
す。
○大雨の最中でも車の中で足首などの運動を続け　
　ましょう。
○水分を十分にとりましょう。
○ゆったりした服を着て、締めつけないようにし　
　ましょう。
水・食事・携帯トイレを準備してください
○避難の際は最低限の水・食料・携帯トイレをお　
　持ち下さい

災害時は要配慮者をみんなで助けましょう
　高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦など、情報収集や避難活動を速やかに行うことが難しく、大きな被害を受け
やすい方たちを「災

さいがいじようはいりょしゃ
害時要配慮者」といいます。

　近隣に住んでいらっしゃる要配慮者の方が安全に避難できるように手助けをお願いします。

①高齢者・病人　　背負って安全な場所まで避難する。
②肢

し た い
体不自由な方　階段では 2 人以上が必要。上りは上向き、下りは後ろ向きにして移動する。

　（車椅子の方）　
③目の不自由な方　手引をする時は、杖（白杖）を持った方の腕は取らないようにします。自分のひじの辺りを
　　　　　　　　　軽くもってもらうようにするか、杖（白杖）を持たない手を自分の腕に絡ませて半歩前をゆっ
　　　　　　　　　くり歩く。
④耳の不自由な方　手話、筆談、身振り等で正確な情報を伝える
⑤知的・精神障がいがある方　積極的に声をかけ、焦るような言動は避けてまず安心感を与える。

火の始末、戸締まりを

忘れずに
　動きやすい服装

　2 人以上で避難

避難するときは用水路や側溝、

マンホールに注意要配慮者の避難にご協力を

あらかじめ安全な

避難路の確認 非常持出品の準備

正確な情報収集と

早めの行動　 避難の呼びかけに注意
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武
た け し げ

重　大
だ い き

樹　隊員

美ヶ原高原美ヶ原高原
フォトコンテスト・スタンプラリー開催中！フォトコンテスト・スタンプラリー開催中！

美ヶ原高原美ヶ原高原 II
イ ン スタグラムインスタグラム
nstagramnstagramフォトコンテストフォトコンテスト

美ヶ原高原スタンプラリー２０２０美ヶ原高原スタンプラリー２０２０

　審査基準は美ヶ原に「行きたい」と
思うような作品であることです。
　入賞された方には美ヶ原高原ペア宿
泊券など素敵な景品が送られます。

●応募期間　10 月 31 日（土）まで
●応募方法

（１）美ヶ原観光連盟アカウント
　「@visitautsukushi」をフォロー

（２）次の情報をキャプションに入力
　①応募用ハッシュタグ
　　# 美ヶ原高原フォトコンテスト
　②部門別ハッシュタグ
　　【四季部門】# 美ヶ原高原四季
　　【星空部門】# 美ヶ原高原星空
　③撮影時期・場所
　　（例：８月、美しの塔）

（３）Instagram へ投稿　

　長和町・松本市・上田市を巡り所定の場所で
スタンプを集めてご応募ください。

●応募期間　10 月 31 日（土）まで
●スタンプ設置施設（専用の応募票は各スタン
　プ設置場所で配布）
　A グループ　美ヶ原高原美術館、
　　　　　　　山本小屋ふる里館、
　　　　　　　美ヶ原高原ホテル山本小屋
　B グループ　王ヶ頭ホテル、
　　　　　　　長野県美ヶ原自然保護センター
　C グループ　松本市立博物館正面玄関、
　　　　　　　上田観光会館２階、
　　　　　　　信州・長和町観光協会

　  　　  　各イベントの詳細は、各イベントの詳細は、
　美ヶ原観光連盟公式サイト                               　美ヶ原観光連盟公式サイト                               
　　    をご確認ください。　　    をご確認ください。

　　問　美ヶ原観光連盟事務局問　美ヶ原観光連盟事務局
　　　（松本市商工観光部観光温泉課内）　　　（松本市商工観光部観光温泉課内）
　　　平日９時〜 17 時　　　平日９時〜 17 時
　　　電話 0263-34-8307　　　電話 0263-34-8307

信州・長和町地域おこし協力隊信州・長和町地域おこし協力隊

古 道 を 知 り古 道 を 知 り今今 そ し て 未 来 へそ し て 未 来 へ

地域おこし協力隊として長和町に帰ってきて１年が経ちました。鷹山の豊かな自然に囲まれながら、日々奮闘

しています。今回は、日本遺産関係の取り組み星糞峠の新展示施設についてご紹介します。

長和町生まれのちび。大学でコンセプチュアルデザインを学び、2 年間研究

生として、 枠にとらわれない表現を模索。その後、プラハでのアーティスト

インターンを経験。自然豊かな村育ちの経験を世の中に還元すべく、2017

年よりフリーランスとしてデザインやアーティスト活動を開始。2019 年 7

月より信州長和町の地域おこし協力隊に着任。本質的な幸せに強く関心を持

ち、「自然と人の関係性」をテーマに作品作りやデザインを行っている。

タケシゲ ダイキ

Mail   info@daikitakeshige.com Web  www.daikitakeshige.com

新 展 示 施 設  外 観

日本遺産 認定地域 魅力発信事業

体験プログラム企画書デザイン

体験プログラム　企画書
「双六ボードゲーム」サンプルデザイン

マップ・パンフレットデザイン

新展示施設建設が着々と進んでいます。外観は、素材の表情がとてもかっ

こいい鉄の壁。環境によって変化する外壁が自然のキャンパスとなり時を

刻んでいくことが展示の普遍的な価値をより引き立ててくれそうです。

森 の 中 に 佇 む

星 糞 峠  新 展 示 施 設

外 壁 （ 鉄 の 壁 ） の 様 子 組み上がった はぎ取った地層の様子

日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」の認定地域（長

和町を含む）では、縄文文化の素晴らしさを体感でき

る地域を目指し、様々な事業を行っています。その中

の１つ、体験プログラムの企画書のデザインやコンセ

プトメイキングなどを担当しました。町内の O
オ フ ィ ス

ffice 

L
ラ ッ ク

uck P
ポ ン

ond さんにもご協力いただきました。今後も認

定地域の方々と実現へ向けて活動していきます。
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マイナポイントの
予約・申込みは

こちらから

8

☎ 75-2043

　８月 18 日（火）、3 名の気象予報士にふ
れあい館へお越しいただき、お天気教室を
開催しました。掃除機で竜巻を作ったり、ダ
ンボールの空気砲で楽しみました。

�
・
・
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〈広告欄〉

町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課

米
寿
（
88
歳
）

記
念
品
贈
呈
に
つ
い
て

　

町
で
は
、88
歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様（
昭

和
７
年
4
月
2
日
～
昭
和
８
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
）
に
お
祝
状
と
記
念
品
を

贈ぞ
う
て
い呈

い
た
し
ま
す
。

　

9
月
上
旬
か
ら
順
次
、
役
場
町
民
福

祉
課
職
員
が
ご
自
宅
等
へ
お
伺
い
し
贈
呈

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
88
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
で
お
祝

状
等
が
届
か
な
い
場
合
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係　

   　
　

☎
75
・
２
０
７
４　

２
０
２
０
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展

作
品
募
集
に
つ
い
て

　

県
内
で
文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
高
齢
者
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
出
品
作
品
を
ホ
ー
ムペー

ジ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

■
作
品
展
示

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
全
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
例
年
の
よ
う
な
展
示
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
部
門

　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、

　

写
真

■
出
品
者
資
格

　

長
野
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方

■
申
込
締
切　

10
月
16
日
（
金
）

■
申
込
方
法

　

長
野
県
高
齢
者
作
品
展
出
品
票
（
所

定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
町

民
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
作
品
搬
入　

　

10
月
26
日
（
月
）
～
10
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
町
民
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係
又

は
長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
持

ち
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

　

出
品
規
格
等
の
詳
細
に
つい
て
は
、「
募

集
案
内
」
を
ご
覧
下
さ
い
。「
募
集
案
内
」

及
び
「
出
品
票
」
は
町
民
福
祉
課
高
齢

者
支
援
係
に
あ
り
ま
す
。

�　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
長
寿
社
会

　
　

開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
６・２
２
６・３
７
４
１　

　
　

　
　

町
民
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係　

   　

☎
75
・
２
０
４
６　

NAGAWA

〈広告欄〉

お墓Q & A　◇ 各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

Q．戒名や法名は、いつ頃までに墓誌に刻めばいいの？

A．「この日までに」という決まりはありません。ご家族・関係者で相

談して決めてください。

　　一般的には、四十九日・百ヵ日・一周忌等の法要やお盆、お彼岸

等にあわせて刻まれることが多いようです。

◇ 霊園は当社が一括管理していますので、見学
　も自由です。お気軽にお立ち寄りください。

１人あたり最大５，０００円分もらえる！
９月からマイナポイントの付与利用が始まります

　マイナポイントとは、マイナンバーカードを取得した方がキャッシュレス決済をする場合、お支払額

の 25％分を国から付与されるポイントのことです。次の STEP １から３の手続きの後、９月以降にチャー

ジまたはお買い物等をすると、マイナポイントをもらうことができます。

（１人あたりの付与上限額は５，０００ポイント）

STEP １　マイナンバーカードを取得 STEP ２　マイナポイントを予約

STEP ３　マイナポイントを申し込んで取得
STEP ２同様にスマホアプリ又は PC から専用サイトにアクセスして、キャッ

シュレス決済サービスを１つ選択し、マイナンバーカードを使って申し込む。

選択したキャッシュレス決済サービスでチャージ or 買い物をするとマイナポ

イントが付与されます。

※一度選択したキャッシュレス決済サービスを変更することはできませんのでご注意ください。

スマホアプリか PC から専用サイトにアクセスしてマイナ

ンバーカードを読取り、マイナポイントを予約してくだ

さい。

（予約によりマイキー ID が設定されます。既に設定した

方はマイナポイント予約済みです）

※ PC からのご利用にはカードリーダーが必要です。

※スマホはカード読取り対応機種に限ります。

【お問合せ先】　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178　　町民福祉課窓口係　☎ 75-2073

対応機器をお持ちで

ない方は町内の郵便

局などでも予約・申

込みができます。

長門郵便局に設置されて

いる端末機→
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NAGAWA

〈広告欄〉

町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内

◆
元
気
ア
ッ
プ
教
室　

体
操
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
65
歳
以
上
の
方
）

○
日
程
・
会
場

　

9
月
3
日
（
木
）
和
田
地
区

　
（
上
組
公
民
館
・

　
　
　
　
　

和
田
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

14
日
（
月
）
古
町
地
区

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

16
日
（
水
）
大
門
地
区

（
大
門
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

　

24
日
（
木
）
長
久
保
地
区

（
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー
）

○
時
間　

午
後

　
（
会
場
や
地
区
に
よって
異
な
り
ま
す
）

◆
元
気
ア
ッ
プ
教
室　

お
口
の
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
65
歳
以
上
の
方
）

　

歯
科
医
師
に
よ
る
健
診

○
日
程
・
会
場

9
月
４
日
（
金
）
大
門
地
区

　
　
　
　
　
（
大
門
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

29
日
（
火
）
古
町
地
区

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
月
６
日
（
火
）
長
久
保
地
区

　
　
　
　
　
　
　
（
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー
）

○
時
間　

午
後
２
時
か
ら
３
時
頃
ま
で

○
参
加
費　

無
料

＊
会
場
ま
で
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

＊
感
染
症
対
策
の
た
め
、
初
め
て
参
加
さ

　

れ
る
方
は
、
事
前
の
ご
連
絡
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

�　

町
民
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係　

   　
　

☎
75
・
２
０
４
６

◆
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
（
40
歳
以
上
の
方
）

　
○
日
程
・
会
場

　

9
月
8
日
（
火
）

　

和
田
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

○
内
容　

簡
単
な
筋
力
・
体
力
測
定
を

　
　
　
　

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�　

長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

☎
88
・
３
０
６
９

あ
っ
た
カ
フ
ェ
の
開
催

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
ま
た
関
心

が
あ
る
方
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽

に
交
流
を
楽
し
め
る
集
い
の
場
で
す
。
専

門
職
も
参
加
し
て
お
り
、
介
護
等
の
心
配

ご
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

9
月
14
日
（
月
）

　

９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で

■
場
所　

長
和
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

１
０
０
円

�　

町
民
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係　

　
　
　

☎
75
・
２
０
４
６

こ

ど

も
　
・

こ

ど

も
　
・

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
献
血
は
、
輸
血

を
受
け
る
方
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
血
液
は
、
緊
急

時
の
全ぜ

ん
け
つ
ゆ
け
つ

血
輸
血
や
が
ん
治
療
な
ど
の
血

け
っ
し
ょ
う漿

成
分
輸
血
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
1
日
（
木
）

　

受
付
時
間　

　

午
後
3
時
00
分
～
４
時
20
分

■
場
所　

長
和
町
役
場

�　

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課

　
　
　

健
康
づ
く
り
係

　
　
　
　

☎
68
・
３
４
９
４

NAGAWA

〈広告欄〉

依
田
窪
南
部
消
防
署

依
田
窪
南
部
消
防
署

普
通
救
命
講
習
会

　

急
病
人
や
け
が
人
が
発
生
し
１
１
９
番

通
報
し
て
か
ら
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
上
田
広
域
管
内
で
は
平
均
９
分
か
か

り
ま
す
。

　

何
も
せ
ず
に
救
急
車
の
到
着
を
待
つ

と
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
って
し
ま
っ
た
人

を
救
え
る
確
率
は
急
激
に
下
が
り
ま
す
。

一刻
を
争
う
応
急
手
当
、
そ
れ
を
行
う
の

は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」

で
す
。
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
時
、
あ
な

た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。
も
し
、
そ
れ
が

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
だった
ら
・・・

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
応
急

手
当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

依
田
窪
南
部
消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ

エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の
手
当
て

な
ど
を
中
心
と
し
た
「
普
通
救
命
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で
（
３
時
間
）

○
場
所

　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

会
議
室

○
内
容

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
含　

　

む
）、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど

○
参
加
料　

無
料

○
服
装
・
持
ち
物　

　
マ
ス
ク
着
用
、
実
技　

の
で
き
る
服
装
、

　

筆
記
用
具
、ハン
カ
チ
等

○
講
習
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

　

し
ま
す
。

○
そ
の
他　

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

　

た
め
、
当
日
、
風
邪
等
の
症
状
が
あ
る

　

方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

　

況
に
よ
り
、中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

救
急
係　

   　
　

☎
68
・
０
１
１
９　

「
甲
乙
共
通
課
程
」

防
火
管
理
講
習
の
開
催

　

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
、
ま
た

は
居
住
す
る
建
物
（
防
火
対
象
物
）
の
所

有
者
、
経
営
者
等
は
建
物
の
用
途
、
規
模

及
び
収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火
管
理
者
を

選
任
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
本

部
で
は
防
火
管
理
者
の
資
格
を
付
与
す
る

講
習
（
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
資
格
取

得
講
習
会
（
２
日
間
）
及
び
乙
種
防
火

管
理
講
習
（
１
日
間
））
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

　

10
月
29
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）
ま
で

　
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は
29
日
の
み
）　

　

両
日
と
も
９
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で

　

受
付
は
８
時
３
０
分
～

※
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状

　

況
等
に
よ
って
は
、
開
催
を
中
止
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
含
み
お
き
く

　

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
に
つい
て
は
、
消

　

防
本
部
予
防
課
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所　

上
田
創
造
館

■
対
象

　

防
火
管
理
者
資
格
の
取
得
を
希
望
さ

　

れ
る
方

■
定
員　

60
名

■
受
講
料　

○
上
田
地
域
防
火
協
会
会
員

　

甲
種
２
，０
０
０
円
/
乙
種
１
，５
０
０
円

○
一
般

　

甲
種
４
，０
０
０
円
/
乙
種
３
，０
０
０
円

　

講
習
日
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
申
し
込
み

　

９
月
29
日
（
火
）
午
前
９
時
以
降
、
消

　

防
本
部
予
防
課
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田・

　

東
御
及
び
依
田
窪
南
部
消
防
署
の
受

　

付
窓
口
ま
で
。

�
消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
26
・
０
０
２
９

　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

予
防
係　

   

☎
68
・
０
１
１
９　
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NAGAWA

〈広告欄〉

「住まい快適促進助成事業」

「住まい快適促進助成事業」とは？

町内施工業者が個人住宅の
増改築等のリフォームを行う場合に、
町がその経費の一部を助成する制度です。

タツケンは《住まい快適促進助成事業》の施工業者です。申請から工事までのすべてをお任せください‼

３年延長決定！
 令和３年 3 月 31 日まで

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

資
源
循
環
型
施
設
（
統
合
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
建
設
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■
内　

容

　

資
源
循
環
型
施
設
（
統
合
ク
リ
ー
ン
セ

　
ン
タ
ー
）
建
設
に
お
け
る
基
本
方
針
及

　

び
今
後
の
取
組
に
つい
て

■
日　

時

　

10
月
1
日
（
木
）
19
時
か
ら

　

10
月
5
日
（
月
）
19
時
か
ら

※
両
日
共
に
１
時
間
半
程
度
を
予
定
し
て

　

お
り
ま
す
。

■
場　

所

　

上
田
市
サ
ン
ト
ミュー
ゼ　

大
ホ
ー
ル

（
上
田
市
天
神
3
丁
目
15
番
15
号
）

◆
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
って
は
、
説
明
会
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
説
明
会
の
情
報
に
つい
て
は
、

上
田
地
域
広
域
連
合
の
ホ
ー
ムペー
ジ
を
御

確
認
下
さ
い
。

　

資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方
や
、
更
に
詳

し
く
説
明
を
聞
き
た
い
方
を
対
象
に
、
個

別
で
の
説
明
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

�
上
田
地
域
広
域
連
合
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
室

　
　
☎
71
・
７
７
０
５

39
歳
以
下
独
身
者
向
け

婚
活
交
流
会

■
対
象　

39
歳
以
下
の
独
身
者

　
　
　
（
昭
和
56
年
以
降
生
ま
れ
の
方
）

【
男
性
】
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
※
に
在
住

　
　
　

 

ま
た
は
在
勤
の
独
身
の
方

【
女
性
】
県
内
ま
た
は
嬬
恋
村
に
在
住

          

ま
た
は
在
勤
の
独
身
の
方

■
日
時

　

10
月
24
日
（
土
）

　

午
後
13
時
か
ら
16
時
30
分

　
（
受
付
12
時
30
分
か
ら
）

■
会
場　

東
御
市
芸
術
む
ら
公
園

■
内
容　

お
見
合
い・フ
リ
ー
ト
ー
ク

■
進
行　

若
井
結
婚
セ
ン
タ
ー

　

代
表　

若わ
か
い井　

順じ
ゅ
ん
こ子　

氏　
　

■
定
員　

男
女
各
20
名　
（
合
計
40
名
）

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
や
、
男
女
人
数
に

偏
り
が
あ
る
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
）

■
参
加
費

　

男
性　

１
，８
０
０
円

　

女
性　

１
，２
０
０
円

　
（
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
各
市
町
村
特
産
品
等
の
お
土
産
付

※
参
加
費
は
事
前
の
お
支
払
と
な
り
、
返

　

金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
つい
て
万
全

　
の
対
策
を
講
じ
て
交
流
会
を
実
施
す
る

　

予
定
で
す
が
、
感
染
状
況
に
よ
って
は

　

中
止
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

10
月
7
日
（
水
）

■
お
申
し
込
み

　

メ
ー
ル
、
ま
た
は
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ト

　

を
読
み
取
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
ご
遠

　

慮
く
だ
さ
い
。

�
上
田
市
役
所
移
住
交
流
推
進
課

　
　

☎
21
・
０
０
６
１

　
E-m

ail

：iju@
city.ueda.nagano.jp

◆
主
催

　

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
※
（
上
田
市
・

　

東
御
市
・
青
木
村
・
長
和
町
・
坂
城
町
・

　

立
科
町
・
嬬
恋
村
）　

NAGAWA

〈広告欄〉

7 月 27 日（月）　 職員互助会理事会

　　28 日（火）　  町村会総務文教委員会（池田町）

　　29 日（水）     第 10 回新型コロナ対策本部会議、

                              県と市長会・町村会との意見交換会

       30 日（木）　 第 3 回新しい農村政策検討会（農水省）

　　31 日（金）　 退職辞令交付式

８月４日（火）　  県庁訪問、上小包括医療協議会理事会、

　　　　　　　    法務局長来庁

　　５日（水）　 新型コロナウイルス感染症対策に係る公立  

　　　　　　　病院を有する市町村長と知事との懇談（WEB)、   

                             第 11 回新型コロナ対策本部会議

　　６日（木） 　上田建設事務所長訪問、自治振興組合議会

　　７日（金） 　広域連合正副連合長会、9 月補正査定  

　  11 日（火）　 黒耀石のふるさとまつり会議

　  12 日（水） 　上田地域振興局長訪問

　  13 日（木） 　いきいき券利用メディア取材

　14 日（金） 　故城下前村長叙位伝達

　17 日（月） 　議会全員協議会

　18 日（火）　 金沢市長訪問

　20 日（木）　 北陸新幹線建設促進大会

　21 日（金） 　信州ビーナスライン連携協議会事業

                           （県建設部要望活動）

※（WEB）…インターネットを使ったテレビ会議

　問　総務課　総務係　☎ 75・2040

ゴ
ル
フ
教
室
生
徒
募
集
‼

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
教
室
を
左
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、ゴ

ル
フ
の
ル
ー
ル
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
、マ
ナ
ー
、
基
本

の
法
則
・
原
理
に
つい
て
も
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
9
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：
10
月
・
11
月
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
（
初
回
10
月
6
日
）

　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
午
後
9
時

■
会
場
：
グ
リ
ー
ンフ
ォ
ー
ラ
ム
と
び
う
お

　
　
　
　

2
階
練
習
場

■
対
象
：
小
学
生
以
上

■
定
員
：
20
名

■
参
加
費
：
な
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

会
員
は
無
料

　
　
　
（
練
習
用
ボ
ー
ル
代
は
自
己
負
担
）

�　

長
和
町
教
育
委
員
会　

　
　
　

☎
68
・
２
１
２
７

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

羽田町長の動き

「みんなで応援！長和の里地域いきいき券」

で買い物をする羽田町長（和田宿ステーション）

12月31日（木）～1月3日（日）まで休業させていただきます。12月26日（土）・27日（日）は営業しております。

第2・第４土曜日と日曜日、祝日は休業させていただきます。



　　  今月の納税など
９月３０日（水）
　固定資産税　　　　　　３期分
　国民健康保険税　　　　  ６期分
　保育料　　　　  　　　   ９月分
　テレビ施設使用料　　8・9 月分
　町営住宅家賃  　　　　 ９月分
　入所負担金　　　　　     ８月分
　配食サービス等利用料　  ８月分
　水道使用料　　　　　7・8 月分
９月２５日（金）
　介護保険料　　　  　　   ６期分
　後期高齢者保険料　　　 ３期分

▼口座振替不能分の再振替▼
９月１５日（火）
　町県民税　　　　　　　  ２期分
　国民健康保険税　 　　   ５期分
　保育料　　　　　　　     ８月分
　町営住宅家賃　　  　　　８月分
　入所負担金　　　　　　  ７月分
　配食サービス等利用料　 ７月分

　

※期限内納税にご協力ください。口座

振替の方は前日までに預金残高をご確

認ください。また、町税などについて納

め忘れのある方は、至急お納めください。

暮らしのカレンダー

税

日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業 山常

保健センター開放日 育児学級（前期）

和田小学校３年生役場見学 まちのわだい （9：30 〜生放送予定）長和町議会
９月定例会　開会

（9：00 〜生放送予定）長和町議会
9 月定例会一般質問

リクエスト：令和元年度
長門小学校音楽会（前編）

6 7 8 9 10 11 12小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業

保健センター開放日

リクエスト：令和元年度
長門小学校音楽会（後編）

リクエスト：令和元年度
和田小学校音楽会（前編）

リクエスト：令和元年度
和田小学校音楽会（前編）

リクエスト：令和元年度
長門小学校音楽会（前編）

リクエスト：令和元年度
長門小学校運動会（後編）

リクエスト：令和元年度
和田小学校運動会（前編）

リクエスト：令和元年度
和田小学校運動会（後編）

13 14 15 16 17 18 19山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備

保健センター開放日

リクエスト：令和元年度
合同いきいきサロン

（9：30 〜生放送予定）長和町議会
９月定例会   閉会

（再）令和２年度
和田保育園お楽しみ会

20 21 22 23 24 25 26長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業

子育て相談 乳児検診

（再）令和２年度
ながと保育園お楽しみ会 （再）和田小学校３年生役場見 （再）令和元年度和田宿宿場祭り （再）長和町議会９月定例会　開会

羽田町長提案理由の説明 （再）長和町議会９月定例会    一般質問（再）長和町議会９月定例会　閉会 まちのわだい

27 28 29 30 1 2 3清水設備 長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業

保健センター開放日

（再）令和元年度
松尾神社秋季祭典 まちのわだい リクエスト番組

4 5 6 7 8 9 10Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組

保健センター開放日

リクエスト番組 リクエスト番組

長久保
和 田

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道 水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

町 内
全 域

長久保
和 田

ゆいねっと番組表

� 長和町情報館 ☎ 68-2000

特集ながわ
  8:30 〜、12:30 〜
17:00 〜、21:00 〜

町のわだい
  8:30 〜、10:00 〜
12:30 〜、17:00 〜
19:00 〜、21:00 〜

生 中 継
そ の 他 適宜お知らせします

※ 都合により番組の内容を変更
することがあります。

税September

母子保健ガイド
事 業 名 対 象 場　所 時　間 内　容

両親学級 妊婦とその夫

保健福祉
総合センター

  9:30 〜 出産・子育ての準備
育児学級（前期） 3 〜 5 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会、股関節診察
育児学級（中期） 7 〜 8 ヶ月児   9:40 〜 離乳食講習会
乳児健診 4・7・10 ヶ月児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
幼児健康相談 1.0 〜 1.3 歳児   9:30 〜 お誕生健診
1.6 歳児健診 1.6 〜 1.8 歳児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
3 歳児健診 3.0 〜 3.2 歳児 12:30 〜 子どもの成長発達を確認
2 歳児歯科健診 2.0 〜 2.2、2.6 〜 2.8 歳児   9:30 〜 虫歯予防健診
保健センター開放日 妊婦・乳幼児 9:30 〜 11:30 身長・体重測定・育児相談等
子育て相談 未就園児・在園児 9:00 〜 16:00 ことばの相談、発達についての相談（予約制）

� こども・健康推進課 健康づくり係　☎68-3494（係直通）

水道

水道

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

美

町 内
全 域

長和町一般廃棄物
　処理場について

● 開場日
　 毎週火 ･ 土・日曜日

● 開場時間
　 午前 8 時 30 分

　　　〜 午後 4 時

● 処理場連絡先
　 ☎ 68-4120

● 注意事項
　入場時には、「一般廃棄
物処理場利用券」を職員
に提示してください。

処 理 場 持 込
可 能 日

生 ご み

ビ ン・ カ ン
危 険 ご み 等

可 燃 ご み

プラスチック 類 
ペ ット ボト ル
発泡ｽﾁﾛｰﾙ類等

新 聞 ･  古 布 
ダンボール等

美化センター
展示物販売日美

� 町民福祉課
　 　　生活環境係

☎ 68-3111（代表）　
☎ 75-2081（係直通）

工 事 店 名 電　話　番　号

（有）信越工業 68 ー 2666

Ｓ・Ｔ ･ Ｋ興業 68 ー 4354

（有）清水設備 68 ー 3050

（有）長門興業 68 ー 2517

（株）山常 090 − 1423 － 0246

（株）小山産業 88 ー 2045

芳沢住宅設備 88 ー 2033

（株）羽田組
88 ー 2012

（夜間）090 − 2474 ー 2254

水道緊急当番店 � 建設水道課 上下水道係
☎ 75-2090（係直通）水道

古 町
大 門

町 内
全 域

税

税

９９月月

水道

水道

水道

水道

水道

水道

美

税
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史跡星糞峠黒曜石原産地遺跡展示施設建設事業
進捗状況について

NAGAWA

民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
現

在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
大
き
な

影
響
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

く
収
束
し
更
に
終
息
す
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
本
日
は
民
生
委
員
児
童
委
員
に

つ
い
て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
和
町
に
は
29
名
（
2
名
の
主
任
児

童
委
員
を
含
む
）
の
民
生
委
員
児
童
委

員
が
お
り
ま
す
。
古
町
地
区
8
名
、
長

久
保
地
区
5
名
、
大
門
地
区
6
名
、
和

田
地
区
10
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
非
常
勤
の
特

別
職
の
地
方
公
務
員
」
で
1
期
3
年
の

任
期
で
す
。
民
生
委
員
制
度
は
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
に
創
設
さ
れ
今
年
で

１
０
３
年
の
歴
史
が
あ
り
、
全
国
で
約

23
万
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

役
割
は
、『
住
民
の
悩
み
や
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
に
の
り
必
要
に
応
じ
て
行

政
等
に
つ
な
い
で
、
住
民
が
安
全
安
心

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
』

と
い
う
も
の
で
す
。
年
に
数
回
、
福
祉

行
政
関
係
の
研
修
を
実
施
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
知
識
を
会
得
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、「
毎

月
の
定
例
会
」
の
実
施
、「
心
配
ご
と

相
談
」
の
立
ち
合
い
、「
小
学
校
児
童

の
見
守
り
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
実
施
、

「
敬
老
祝
賀
会
」
の
協
力
等
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

　

町
は
今
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
ま

で
の
６
年
間
、「
長
和
町
地
域
福
祉
計

画
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本

理
念
は
『
地
域
が
つ
な
が
り
お
だ
や
か

な
暮
ら
し
が
送
れ
る
地
域
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
』
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
「
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
が
こ
の
計
画
に
参
画
す
る
」
こ
と
で

す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
は
い
ろ
い
ろ

な
研
修
で
沢
山
の
福
祉
関
係
の
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
支
障
な

く
自
然
に
「
長
和
町
地
域
福
祉
計
画
」

に
参
画
し
て
い
ま
す
。　

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
ど
う
か
民
生
委
員

児
童
委
員
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
更
に
経
験
し
、
町
の
安
全
安
心
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生
に

必
ず
や
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

長
和
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　

会
長　

児こ
だ
ま玉 

隆り
ゅ
う
い
ち一

町

古町地区長久保地区

大門地区和田地区

見守りあいさつ運動（長門小学校）

【お問い合わせ先】　町民福祉課福祉係　☎７５−２０７４

　

昨
年
８
月
６
日
に
安
全
祈
願
祭
・
起
工

式
が
執
り
行
わ
れ
た
「
史
跡
星
糞
峠
黒

曜
石
原
産
地
遺
跡
展
示
施
設
建
設
」
の

進
捗
状
況
に
つい
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
施
設
は
黒
耀
鉱
山
の
様
子
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
発
掘
が

行
わ
れ
て
い
た
第
１
号
採
掘
址
の
真
上
に

建
設
し
て
い
ま
す
。
縄
文
人
が
こ
の
場
所

で
黒
耀
石
の
採
掘
を
行
って
い
た
様
子
を
プ

ロ
ジェク
シ
ョンマッ
ピ
ン
グ
で
解
説
す
る
た
め

に
、
遺
跡
の
地
層
を
剥
ぎ
取
り
、
常
時
展

示
す
る
こ
と
と
なって
い
ま
す
。　

　

旧
和
田
中
学
校
の
体
育
館
で
地
層
の
仮

り
組
み
を
行
い
、
全
体
の
大
き
さ
を
確
認

す
る
作
業
を
行
って
い
ま
し
た
が
、
展
示

施
設
への
搬
入
作
業
を
８
月
６
日
（
木
）

に
行
い
ま
し
た
。

　

展
示
施
設
は
来
年
の
夏
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。

�　

黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
☎
41
・
８
０
５
０

展示施設イメージ図（プロポーサル資料抜粋）展示施設イメージ図（プロポーサル資料抜粋）

展示施設の外観展示施設の外観

8/6 時点の展示施設内の様子8/6 時点の展示施設内の様子 組み立てた地層の搬入作業組み立てた地層の搬入作業

展示する地層の一部展示する地層の一部

地層組み立て作業（旧和田中学校体育館）地層組み立て作業（旧和田中学校体育館）

総合建設業　不動産業　建築設計事務所
土地探しから建築まで

株式会社モリケン
TEL 0268-68-2225(代) FAX 0268-68-2196

[URL]http://www.moriken-motto.com [E-mail]mail-info@moriken-motto.com

◎建築 不動産 無料相談開設中 M-ONE HOME
エムワン・ホーム建　築　ー　新築・増築・リフォーム・工場・事務所（RC 鉄骨 木造等）

　　　　　　尚耐震検査等も行っております。お気軽にご相談ください。
不動産　ー　土地（宅地・原野・山林・田・畑）売買仲介等
　　　　　　建物（中古住宅・アパート）売買仲介等

地震に強い家

小県郡長和町古町410-1
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●
10
月
号
の
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
投
稿
締
切
は
、
９
月
15
日
（
火
）
で
す
。

　
一
人
一
首
、
未
発
表
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先
は
、
長
和
町
役
場 

情
報
広
報
係
（
長
和
町
古
町
４
２
４
７
番
地
１
、
☎
75
・
２
０
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
・
４
１
３
９
）
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
の
明
記
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ス
ク
顔
つ
い
す
れ
違
う
見
わ
す
れ
て

宮
坂　

博
子

海
の
日
と
山
の
日
家い

え

で
読ど

く
し
ょ書

す
る

櫻
井　

康
玖

み
ち
の
く
の
秋
保
に
咲
き
し
宵
待
の
う
す
き
花
び
ら
つ
ゆ
に
光
れ
り

慈
眼
院　

弘
道

戦い
く
さと
ふ
犠
牲
の
果
て
に
成
り
立
ち
し
平
和
か
み
し
め
祈
り
を
捧
ぐ

丸
山　

純
子

ア
サ
ガ
オ
が
除
々
に
ふ
さ
な
花
に
な
り
猛
暑
の
夏
も
終
り
に
な
る
か

逸
見　

い
つ
子

念
願
の
畳
表
替
え
無
事
終
り
香
る
部
屋
に
て
子
等
と
夕
食

宮
下　

と
み

燃
え
る
や
う
に
陽
に
向
ひ
咲
く
百
日
紅
強
く
生
き
よ
と
わ
れ
励
ま
し
ぬ

森
田　

か
な
い

め
ぐ
ま
れ
て
昭
平
令
と
永
ら
え
し
あ
と
少
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
た
き
ぞ

宮
坂　

博
子

コ
ロ
ナ
禍
に
盆
客
も
無
く
和
尚
さ
ん
の
読
経
に
こ
こ
ろ
救
は
れ
て
お
り

羽
毛
田　

栄

老
い
て
な
ほ
日
々
の
暮
し
の
忙
し
く
終
活
の
事
先
送
り
す
る

龍
野　

つ
る
子

や
れ
る
事
出
来
た
喜
び
心
満み

つ
明
日
へ
の
「
か
て
」
と
一ひ

と
ひ日

を
終
え
る

宮
下　

ふ
み
子

梅つ

ゆ雨
時
の
青あ

お
ば
わ
か
ば

葉
若
葉
は
生
き
生
き
と
草
木
の
中
に
ね
こ
は
散
歩

竜
野　

桂
子

は
や
梢
穂
蒼
々
と
し
も
頭こ

う
べ
た
れ下

れ
生
育
の
良
き
農
の
あ
り
が
た
き

石
井　

雪
枝

な
が
わ
歌
壇

和
田
俳
句
会

○
折
れ
し
腰
の
ば
し
拭
け
ど
も
落
つ
る
汗

竹
内　

博
思

跳は

ね
上
げ
る
夕
立
裂
く
や
悲
鳴
か
な

初
孫
の
し
ぐ
さ
可
愛
や
初
浴ゆ

か
た衣

○
汗
流
す
シ
ャ
ワ
ー
の
音
も
こ
こ
ち
よ
き

工
藤　

智
江

夕
立
後ご

七
色
の
橋
天
偉い
だ
い大

稲
穂
出
る
夫つ

ま

う
ま
そ
う
に
タ
バ
コ
吸
ふ

○
擂す

り
ば
ち鉢
を
割
っ
て
冷
や
汗
姑は
は

の
顔

小
宮
山　

喜
代
子

夕
立
や
猫
三
匹
が
駆
け
ま
わ
り

板
塀
に
重
さ
預
け
て
百さ

る
す
べ
り

日
紅

○
火ほ

て照
る
ば
か
り
汗
も
か
か
な
い
だ
る
さ
か
な

田
中　

秀
子

夕
立
や
空
の
大
泣
き
赤
子
泣
く

デ
ザ
ー
ト
は
西す

い
か瓜
に
限
る
こ
の
季
節

○
玉
の
汗
野
良
着
は
り
つ
き
手
間
ど
り
ぬ

五
十
嵐　

三
枝
子

夕
立
の
土
の
香
を
置
き
過
ぎ
に
け
り

ラ
ム
ネ
瓶び

ん

遠
き
思
い
出
昭
和
な
り

俳
句
（
投
稿
）

蝉
し
ぐ
れ
奥
州
黒
塚
秋
立
ち
ぬ

慈
眼
院　

弘
道

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
灯
や
立

た
ち
あ
お
い葵

倉
沢　

寿
美
子

19

長和町社会福祉協議会　  ☎ 88 − 3069
支え合いサポート事業　  ☎ 88 − 3

サ ポ ー ト

810

相
談
日
の
お
知
ら
せ

◆ 

心
配
ご
と
相
談
日

期
日　

９
月
16
日
（
水
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
弁
護
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

◆ 

結
婚
相
談
日

期
日　

9
月
23
日
（
水
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
「
心
配
ご
と
」・「
結
婚
相
談
」
は
相
談

日
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
土
日
祭
日
を
除
く
）。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
全
国
で
発
生
し
た
た
め
、社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
は
縮
小
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
国

で
Ｇゴ

ーＯ‐Ｔト
ゥ
ーＯ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
メ
ン
ズ
サ
ロ
ン
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

和
田
の
コ
ー
ス
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
30
名
で
、久
し
ぶ
り
の
集
ま
り

だ
っ
た
の
で
、
皆
な
懐
か
し
く
、
楽
し
そ
う

で
し
た
。
屋
外
な
の
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
配
り
な
が
ら
の
開
催
で
し
た
。

　

普
段
は
野
良
仕
事
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
っ
ぱ
な
し
は
無
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、仲
間
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュで
き
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
、様
子
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ
け

開
催
で
き
る
よ
う
頑
張
って
ま
い
り
ま
す
。

支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
か
ら

早
期
ご
連
絡
の
お
願
い

　

当
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
ま
す

「
な
っ
ち
ゃ
ん
便
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ
ろ
で
す

が
、最
近
利
用
者
さ
ん
の
急
な
依
頼
が
多
く

な
って
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
都
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
日
・
明
日
の
よ
う
な
急
な
ご
依
頼

は
や
め
て
い
た
だ
き
、前
も
って
ご
連
絡
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂　

「
あ
ん
し
ん
お
届
け
便
」

終
了
と
な
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
よ
り
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂「
あ
ん

し
ん
お
届
け
便
」
が
町
内
で
月
・
水
・
金
に
各

所
で
移
動
販
売
を
行
って
参
り
ま
し
た
が
、8

月
末
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
別
の
会
社
と
営
業
協
力
を
結
び

販
売
形
態
を
変
え
て
行
う
と
の
こ
と
で
す

が
、
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

現
在
予
定
し
て
い
る
別
の
会
社
が
販
売
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、軽
ト
ラ
で
各
戸
を
回
って

販
売
す
る
形
態
と
な
る
よ
う
で
す
。

　

町
に
も
お
願
い
し
て　
「
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
」

の
販
売
方
法
や
交
通
手
段
な
ど
も
考
え
て
い

た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
ご
不
便
を
お
か
け
し

な
い
よ
う
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
ズ
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た

寄
付
御
礼

　

大
澤
ヒ
デ
子
さ
ん
（
長
久
保
４
区
）

か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



21 20

http://www.echol.gr.jp　　★図書検索アドレス★

今
月
の
こ
の
本
ど
う
？

テ
ー
マ
　

　
『
第
25
回
日
本
絵
本
賞
』 

　

  

日
本
絵
本
賞
と
は
、
全
国
学
校
図
書
館

協
会
で
選せ

ん
て
い定

さ
れ
た
新
刊
絵
本
１
，

１
６
５
点
よ
り
、
第
一
次
第
二
次
選
考
、

さ
ら
に
作
家
、
画
家
、
絵
本
研
究
者
、
美

術
評
論
家
な
ど
か
ら
な
る
選
考
委
員
に
よ

る
最
終
選
考
会
で
選
ば
れ
た
「
ほ
ん
と
う

に
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
絵
本
」

に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。

書　

名

著　

者

出 

版

内　

容　

紹　

介

「
く
ろ
い
の
」

・
日
本
絵
本
賞
・
大
賞

・
小
学
館
児
童
出
版
文
化
賞

・
ナ
ミ
コ
ン
ク
ー
ル
・
パ
ー

　

プ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
賞

田た
な
か中　

清き

よ代

偕
成
社

お
ん
な
の
こ
が
ひ
と
り
で
か
え
る
い
つ
も

の
み
ち
、
へ
い
の
う
え
に
、
く
ろ
い
の
が
い

た
。
あ
る
ひ
、
な
に
し
て
る
の
？
と
、
お

も
い
き
っ
て
、
こ
え
を
か
け
た
ら
、
お
り
て

き
て
、あ
る
き
だ
し
た
。
ど
こ
に
い
く
の
か

な
。

「
な
ま
え
の
な
い
ね
こ
」

・
日
本
絵
本
賞

・
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん

　

大
賞
第
1
位

竹た
け
し
た下　

文ふ
み
こ子

小
峰
書
店

商
店
街
で
暮
ら
す
１
ぴ
き
の
野
良
猫
は
、

八
百
屋
や
書
店
、
パ
ン
屋
な
ど
の
猫
が
持

つ
「
名
前
」
に
憧あ

こ
が

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、自

分
で
名
前
を
探
す
こ
と
に
。
野
良
猫
が
見

つ
け
た
「
ほ
ん
と
う
に
欲
し
か
っ
た
も
の
」

と
は
？

「
金
の
鳥

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
む
か　

し
ば
な
し
」

・
日
本
絵
本
賞

八や
お
い
た

百
板　

洋よ
う
こ子

Ｂ
Ｌ
出
版

　

王
に
命め

い

じ
ら
れ
て
金
の
鳥
を
さ
が
す
旅

に
出
た
３
人
の
王
子
。途
中
で
お
な
か
を
す

か
せ
た
お
じ
い
さ
ん
に
出
会
い
…
。ブ
ル
ガ

リ
ア
の
幻げ

ん
そ
う
て
き

想
的
な
お
は
な
し
。世
界
の
む
か

し
ば
な
し
絵
本
シ
リ
ー
ズ
。

「
ぱ
ん
つ
さ
ん
」

・
日
本
絵
本
賞

た
な
か　

ひ
か
る
ポ
プ
ラ
社

地
面
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
「
ぱ
ん
つ
さ
ん
」

が
現
れ
た
。
あ
っ
ち
を
向
い
て
、ぐ
っ
ぐ
っ

ぐ
っ
。
こ
っ
ち
を
向
い
て
、
ぐ
っ
ぐ
っ

ぐ
っ
。
並
ん
で
体
操
を
始
め
る
け
れ
ど
－
。

ヘ
ン
テ
コ
す
ぎ
て
ク
セ
に
な
る
、
楽
し
い

絵
本
。

マ
マ
は
か
い
ぞ
く

（
話
題
書
）

カ
リ
ー
ヌ
・

シ
ュ
リ
ュ
ッ
グ

光
文
社

ぼ
く
の
マ
マ
は
海
賊
。「
カ
ニ
な
ん
て
へ
っ

ち
ゃ
ら
」号
で
宝
の
島
を
目
指
し
て
旅
を
し

て
い
る
。旅
か
ら
帰
っ
て
き
た
マ
マ
は
い
つ

も
と
て
も
疲
れ
て
い
た
。乳
が
ん
と
闘
う
マ

マ
を
海
賊
に
な
ぞ
ら
え
、治
療
に
取
り
組
む

姿
を
伝
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

《
今
月
は
こ
れ
で
決
ま
り
！
》

『
合
唱
』

著
：
中
山
　
七
里

出
版
：
宝
島
社

　

取
り
調
べ
中
に
殺
人
を
起
こ
し
た
と

し
て
、検
事
・
天あ

も
う生

が
逮
捕
さ
れ
た
。
親

友
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
岬
洋
介
は
、
絶
体

絶
命
の
天
生
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
? 

中
山
作
品
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
登
場

す
る「
音
楽
ミ

ス
テ
リ
ー
」シ

リ
ー
ズ
。

『
疫え
き
び
ょ
う病
２
０
２
０
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
：
門か
ど
た田

　
隆
り
ゅ
う
し
ょ
う将

出
版
：
産
経
新
聞
出
版

　

百
年
に
1
度
と
言
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス

禍か

の
日
本
、
中
国
、
世
界
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
か
ら
の
事
象
を
細
か

く
追
い
、検
証

し
、本
質
を
抉え

ぐ

る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
。

９月の
図書館休館日

９月 1 日（火：整理日）、７日（月）、14 日（月）、21 日（月：祝）、22 日（火：祝）、

23 日（水：振替）、28 日（月）、30（水：月末整理日）10 月 4 日（日）、11 日（日）

★図書検索アドレス★　　http://www.echol.gr.jp

「レクリエーションゲーム」（和田児童クラブ） 「マジックショー」（長門児童館）

　8 月 5 日にペットボトル等を使ってゲームあそび
をしました。１人５本の割りばしを持ち、ペットボト
ルの口を目がけて投下、決まった時間内に数多く入
れた人の勝ちとなります。片目をつぶり集中「いざ」
と手を離すのですが、なかなか入らずみんな苦戦し
ていました。何回かやっているうちに「１本入った」

「３本やった」と明るい声が聞こえてきました。他に
「番号踏み」ゲームを２チームに分かれて行い、みん
なでゲームあそびを楽しむことができました。

　8 月 12 日（水）上田市の佐
さ と う と し ゆ き

藤俊之さんをお招きし
てマジックショーを開催しました。低学年児童を中
心に５人が参加しました。
　水が入ったコップの水が斜めに立ったり、フラ
フープのような大きな輪が繋がったり離れたり、バ
ルーンアートのかわいい白雪姫がマントの中から出
てくるなどとても素晴らしかったです。子ども達に
感想を聞くと「楽しかった、また来て欲しい」と笑顔
で話してくれました。

★新着本案内★

書　　　名 著　者　名 出　版　社 ジャンル

ただいま神様当番 青山　美智子 宝島社 小 説

三世代探偵団３ 赤川　次郎 KADOKAWA 小 説

二重拘束のアリア 川
か わ せ

瀬　七
な な お

緒 小学館 小 説

脱マウス最速仕事術 森
もり

　新
あらた

ダイヤモンド社 情 報
技 術

レストランのおばけずかん 斉
さいとう

藤　洋
ひろし

講談社 児 童
読 物

カッパのペピーノ たなか　しんすけ みらいパブ
リッシング 絵 本

スマホをひろったにわとりは ニック・ブランド マイクロマ
ガジン社 絵 本

図書館掲示板
　10 月 1 日から、長門図書館の休館日
を現状の月曜日から日曜日に変更いた
します。長門図書館をご利用の皆様に
は大変ご迷惑をおかけしますが、よろ
しくお願いいたします。新しい休館カ
レンダーが図書館カウンターにありま
すのでどうぞご利用ください。
※真田図書館の蔵書点検：９月７日（月）
　から９月 11 日（金）まで休館です。
※坂城図書館の蔵書点検：９月 30（水）
　から 10 月５日（月）まで休館です。

長
門
児
童
館 

行
事
予
定

●
シ
ャ
ボ
ン
玉
あ
そ
び　
（
8
日
）

●
読
み
聞
か
せ　
（
15
日
）

　
●
一
輪
車
認
定
日　
（
24
日
）

　
　

１
ｍ
進
む
と
５
級
に
合
格
で
す
。

　
●
な
わ
と
び
大
会　
（
29
日
）

　
和
田
児
童
ク
ラ
ブ 

行
事
予
定

★ 

「
敬
老
の
日
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
制
作　
（
2
日
）

　
　★

避
難
訓
練　
（
9
日
）

　

今
年
度
１
回
目
な
の
で
全
体
説
明
を
行
い

ま
す
。
災
害
に
対
し
て
も
関
心
を
深
め
ら
れ

る
様
、
非
常
袋
等
を
参
考
に
確
認
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

★
読
み
聞
か
せ
（
16
日
）

　
★
ゲ
ー
ム
あ
そ
び　
（
23
日
）

★
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ　
（
30
日
）
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コミュニティスクールの町
長和町 Vol.1

１.「コミュニティスクール」
　　とは？

　今、全国でも小中学校（一部の保育園を含めて）は、学校からの要請
に応じて、地域の方々が学習の支援をしたり、豊かな体験の手伝いをし
たりする「コミュニティスクール」が立ち上がっています。（長野県は
１００％立ち上がっています）「コミュニティスクール」は、子供たちにとっ
て、学びや体験活動が充実し、異年齢の地域の方々と沢山交流することで
人間関係を構築する力・コミュニケーション力・自己肯定感などが育てら
れ、人間力や社会力が高められ、何よりも地域の方々から温かく見守られ
ているという安心感も得られますし、保護者にとっては、地域の中で子供
たちが育てられているという安心感があります。また地域の人々にとって
は、経験を生かすことで生きがいや自己有用感につながり、学校を中心と
した地域ネットワークが形成されます。　　　　　

２. 長和町でのコミュニティ
　スクールの実態は・・・

　長和町では、全国に先駆けて「文部科学省型コミュニティ・スクール」が、
平成２１年度に当時の和田中学校で文部科学省の指定を受けて始まり、そ
の後平成２３年度までに和田小学校・和田保育園も加わり通称「和田学校
コミュニティー」として現在に至っています。また長門小学校、依田窪南
部中学校も平成２９年度末までに、それぞれ「信州型コミュニティスクー
ル」として立ち上がり、社会がますます複雑多様化する中で、学校や子ど
もたちを取り巻く様々な課題を解決するために、学校、家庭、地域が連携・
協力し地域全体で子供たちを育む活動（豊かな体験活動支援や学習支援）
がされ、地域の方々が様々な場面で支援（ボランティア）を行ってきてい
ます。
　そうした長和町での保育園・小中学校におけるコミュニティスクールの
実際の活動の様子を町民の皆様により知っていただく機会にしたいと思
い、数回にわたり広報に特集を組ませていただくこととなりました。

23

アートでまちづくりアートでまちづくり
〜女子美術大学と連携した取り組み〜〜女子美術大学と連携した取り組み〜

【お問い合わせ先】　　　企画財政課　まち・ひと・しごと創生係　　☎７５−２０６７

Vol．５Vol．５

【作品の紹介について】
　「アートでまちづくり」のページでは、令和元年度の活動で女子美術大学の学生が、長和町の立岩和紙を用いて
制作した作品を紹介していきます。

「渦
うず

」
　この作品は、長和町を巡り五感で受け止めたものを形に落とし込んだ。
　長和町は、人と人が結びつき連携を取るコミュニケーションが強い場所だと
感じ、また伝統や地に根付く歴史を大事にしている町だ。
　しかし、それゆえの閉塞感も感じられた。伝統は、昔から受け継がれてきた
有形無形の風習・文化であるが、それは内にある精神を縛るものでもあるので
はないだろうか。
　伝統、歴史、自然など町を象徴する場、概念に対し、風土愛に溢れている町
だからこそ渦のようなものに飲み込まれていると感じた。
　しかし、綻ばない渦はないとも考え、2016から続くこのプロジェクトを通
して目には映らないが、新しい風は徐々に吹き込まれているのではないだろう
か、と思い至り渦が少しずつ崩壊していくような立体物を制作した。

「なつのおもいでぼうし」
　この帽子は、長和町のゆるキャラ「なっちゃん」の帽子から着想を得
て作りました。町に滞在した３日間では、森の中やそばの花畑が広がっ
ている光景を見て、長和町には美しい自然が溢れていることを知りまし
た。そんな美しい町をコンセプトに、立岩和紙で華やかなデザインに仕
上げました。

●「アートをテーマとした構想事業」
　ホームページではさらに詳しい内容をご覧いただけます。
　http://www.art-nagawa.jp

作者：林
はやしはら

原　涼
りょうこ

子さん
（アート・デザイン表現学科　メディア表現領域２年）

【作者から皆さまへ】
　和紙が鮮やかで綺麗なところが、夏の思い出のように見えたので夏
にかぶる大きな帽子にしました。長和町は大自然に囲まれた素敵な場
所で、思い出すと心が暖かくなります。

　　　　　　
作者：藤

ふじさわ

澤　栄
え り

里さん
（博士前期課程美術専攻立体芸術研究領域２年）

　【作者から皆さまへ】
　　和紙の表現の幅の広さを少しでも知っていただけたら、幸いです。

家庭科学習支援（長門小学校）家庭科学習支援（長門小学校）

きのこの駒打ち体験支援（和田小学校）きのこの駒打ち体験支援（和田小学校）

クラブ支援（和田小学校）クラブ支援（和田小学校）

注連縄作り体験支援（和田保育園）注連縄作り体験支援（和田保育園）

稲刈り体験支援（長門小学校）稲刈り体験支援（長門小学校）

お問い合せ先　教育課学校教育係　☎ 68-2127
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番外編番外編
地
域
活
性
化
の
鍵

私
た
ち
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
事
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
“
地
域
再
生
・
活
性
化
の
鍵カ

ギ

”

を
探
っ
て
い
ま
す
。

のうだい日記のうだい日記
〜山村再生プロジェクト〜〜山村再生プロジェクト〜

学
生
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

★
学
生
委
員
会
と
は

　
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
生
委
員
会
は
、
東

京
農
業
大
学
食
料
環
境

経
済
学
科
の
有
志
で
組

織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
本

プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
役
割
と
し

て
は
、
学
生
の
意
見
を
反

映
さ
せ
、山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
実
習
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
、
実
習
か
ら
生

ま
れ
た
提
案
を
実
現
し
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
習
で

の
提
案
の
た
め
に
昨
年
度
か
ら
班
を
設
置

し
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
長
和
町
の
こ
と
を

勉
強
し
て
い
る
学
生
に
対
し
、「
長
和
町
の
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
」、「
実
習
に
関
し

て
何
を
感
じ
て
い
る
か
」
な
ど
の
意
識
調
査

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
実
習
の
参
考
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

○
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間

　
令
和
２
年
６
月

○
回
答
数

　
29
名
（
学
生
委
員
の
み
）

○
回
答
者
内
訳

　
■
学
年

　

■
性
別

■
出
身
地

　
　

男
性　

14
名　

　
　

女
性　

15
名

0

1

2

3

4

5

6（人）

神
奈
川
県

埼
玉
県

長
野
県

千
葉
県

茨
城
県

東
京
都

岩
手
県

そ
の
他
※

※
そ
の
他
内
訳
（
各
1
名
ず
つ
）

　

兵
庫
県
・
三
重
県
・
群
馬
県
・
京
都
府
・

　

熊
本
県

　長和町の好きな場所は　※上位３つをご紹介
１位　本沢渓谷（農大の森）　７名　
２位　中山道和田宿　６名　
２位　芹沢ほ場（ほ場からの景色）　６名

　特に思い出に残っている実習は何ですか　※複数回答・上位３つをご紹介
１位　大山獅子祭りへ参加　13 名

２位　植林の実習（本沢渓谷・農大の森）　４名

３位　ほ場での農作業（こうぞ収穫等）　３名

　長和町の特産品として思い浮かぶものは　※複数回答・上位３つをご紹介
１位　ダッタンそば　16 名

２位　長和のトマト　11 名　　３位　立岩和紙　６名

２年生 10 名

３年生 13 名

４年生６名

加工用トマトの定植作業加工用トマトの定植作業

本沢渓谷にて植林実習本沢渓谷にて植林実習

トマト煮「長和のトマト」づくりトマト煮「長和のトマト」づくり

「ふるさとCM 大賞」最終審査会「ふるさとCM 大賞」最終審査会

大山獅子祭大山獅子祭

町民運動会で「大根踊り」を披露町民運動会で「大根踊り」を披露

どんど焼きどんど焼き

立岩和紙の原料になる「楮」の皮むき作業立岩和紙の原料になる「楮」の皮むき作業

【お問い合わせ先】　山村再生プロジェクト事務局（産業振興課 農政係）　☎７５−２０８２25

　今後どういったことに取り組んでみたいですか

○人手が欲しい農家さんとの交流、お手伝いをする
○大学を卒業しても気軽に町と関わる方法を探したいです
○色 な々世代の地域の方と関わりたいです
○長和町特産品の販路拡大、SNSを通じた PR 等
○「長和のトマト」を長和町の人に知ってもらうこと
○グリーンツーリズムの活動
○地域住民の方と交流できるようなお祭りなどにも参加したい
　と思っています
○映像づくり（ふるさとCM 大賞へ出品）

○今後もただ農業をするだけでなく、伝統文化であったり、町  
　の方と交流する機会を続けていきたいと思います
○特産品、観光スポットのブランディング
○より深く長和町のことを知り歴史や風土から何か活性化に
　つながるきっかけを探したい

　長和町で実習ができて良かった点は何ですか

○普段体験できない農作業ができたことはもちろんですが、
　町の人から色んなお話を聞けたことが１番よかったと思う
　点です
○自分たちなりに実際の町の現状を把握しつつ、その問題を
　解決するという実学的学習ができているのがよかったと思う
○実際に中山間地域の農村の姿を見れて、町の方とも交流
　できたこと いつも首都圏で生活していて自然に囲まれる機

　会が少ないので、自然の中で農作業できたこと
○大学での座学だけでは測れない学びがあったことです 実
　際にそこに住まわれているかたのはなしをきいたりする機会
　は実習を通してでしかできないと思います
○実際のほ場を使って東京ではなかなかすることのできない
　農大生らしい農業実習がさせてもらえること
○歴史や特産品について体験しながら学ぶことができる

　長和町へ移住したいと思いますか　またその理由はなんでですか

移住したい　12 名
○のどかでありつつ住民は活気のある方が多く、長和町の方の

　人柄が良いので楽しそうだなと思いました　また、温泉や牧

　場といった観光施設もあり上田市内にも近いので、比較的住

　みやすそうだなと感じました

○自然が豊かでありながら、都心からもそんなに遠くないから

○実家も近く別荘地等の自然豊かなところが多くそのような

　土地に住みたいと考えるため

○空気が奇麗で落ち着く、ご飯が美味しい、人が優しい

○自然が大好きで、また実習を通じて多くの人と出会ったから

移住したくない・今は考えていない　17 名
●今の生活と比較をしてしまうと移動手段などの点で違いが

　大きく、長和町で生活している自分を想像できないから

●個人的に人づきあいがうまくないのでコミュニティに溶け

　込める自信がない

●生まれ育ちが都心のため環境慣れしている事と、就職や将来

　も東京近郊で考えているため

●私のキャリアビジョンとして実家に帰り、家業を継ぐという

　ものがありますので、その点で移住は考えておりません し

　かし、町の魅力は知っておりますので、町との関わり方を考

　えています

←昨年製造販売した

「長和のトマト」

※回答は紙面の都合上一部抜粋しています。（原文ママ）

　将来の夢は何ですか
○食や農業に関わる仕事をしたい

○誰かの役に立つような人になること（社会貢献する）

○山村再生プロジェクトで学んだことを活かせるような仕事な

　どにつけたらいいなと思っています

○地元の地域活性化に携わるようなことをしたいと考えています

○明確には決まっていませんが、食品ロスを減らすことに貢献

　できる仕事に就く、または職人になることを考えています

○今まで訪れたことのない、様々な地域に行くこと

○普通のサラリーマンとして生活しながら、老後、長和町での

　んびり住めるくらいのお金をためておきたい

○最終的には農業をしてみたいですが、それまでにいろんなも

　のを経験して、お金を貯めてから挑戦したいと思っています

○もっと生産者の方々を知ってもらえる世の中にしたい
○食品企業に就職して、食を通じて農業振興や地方創生に貢献

　すること

○実習を通じて農業や地域の方の暮らしにかかわる仕事がした

　いと思いました　また、農業の楽しさを知ることができたの

　で将来農業をやりたいと思うきっかけになりました

○農業高校の教師
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子
育
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長
和
町
子
育
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〜ふぉとぎゃらりー〜〜ふぉとぎゃらりー〜

かわいいお医者さん

新型コロナウイルス感染
症対策に関するお願い　
　　

　　イベント等の中止および再開の
情報は、館内に掲示するほか町
ホームページや子育て Web など
で随時お知らせしていきます。
　なお、来所の前には体温を測っ
ていただくこと、大人はマスクを
着用していただくこと、体調の悪
い時にはご利用を控えていただく
ようお願いします。

パパとの絵本タイム
楽しいな (^^)

土曜日開館のお知らせ
　

　新型コロナウイルス感染症予防のため、9 月の土曜開館より支援センターの終了時間を変更いたします。
利用時間　9：30 ～ 11：30 まで　ご理解とご協力をお願いします。

はーい！
ドライブいってきま～す♪

今日は何のパーティーかな！？ 毎週火曜日はお楽しみタイム♪
今年度は工作も計画中！遊びにきてね♡

山
の
子
学
園
共
同
村
移
転
建
設
に
伴
う

基
本
協
定
調ち
ょ
う
い
ん印
式 　

８
月
14
日
（
金
）、
本
年
２
月
24
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
元
和

田
村
長
の
城
下
昭
一
氏
に
対
す
る
叙
位
の
伝
達
式
が
自
宅
で
行

わ
れ
、
長
男
の
城じ

ょ
う
し
た
た
ろ
う

下
太
郎
さ
ん
に
羽
田
町
長
か
ら
従じ

ゅ
ご
い

五
位
こ
の

位い

き記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
下
氏
は
、
昭
和
44
年
３
月
か
ら
和
田
村
議
会
議
員
と
し
て
、

ま
た
昭
和
52
年
3
月
か
ら
5
期
20
年
の
永
き
に
亘わ

た

り
村
長
と
し

て
、
高
い
理
想
と
強
い
信
念
を
も
っ
て
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
行

政
の
推
進
を
柱
に
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
村
の
発
展
に

ご
尽じ

ん
り
ょ
く力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城
下
氏
は
こ
の
功
績
に
よ
り
平
成

12
年
に
瑞

ず
い
ほ
う
し
ょ
う

宝
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
多
大
な
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
城じ
ょ
う
し
た下

昭し
ょ
う
い
ち一

前
和
田
村
長
に
叙じ
ょ
い位

伝
達
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愛あ
た
ご宕

さ
ん
の
会
よ
り
お
知
ら
せ

　

今
年
も
愛あ

た
ご
さ
ん

宕
山
桜
公
園
内
（
長
久
保

大
石
団
地
東
側
）
の
フ
ジ
バ
カ
マ
園
に

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来
す
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
９
月
20
日
頃
か
ら
10
月

10
日
頃
ま
で
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
観
察
会

と
撮
影
会
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来
を
確
認
し

ま
し
た
ら
告
知
放
送
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
園
す
る
際
は
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
駐
車
場
は

あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�　

愛
宕
さ
ん
の
会　

代
表　

竹
内

　
　

☎
０
９
０・２
３
３
４・６
５
３
７

　

８
月
24
日
（
月
）、
長
和
町
と
社
会
福
祉
法
人
樅も

み
の
木
福
祉

会
と
の
間
で
「
山
の
子
学
園
共
同
村
移
転
建
設
に
伴
う
基
本
協

定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
移
転
先
で
あ
る
「
古
町
ぶ
ら
っ
と
（
旧
わ
か

ば
保
育
園
）」、「
古
町
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」、「
医
師
住
宅
」

の
土
地
の
無
償
貸た

い
よ与

や
貸
与
期
間
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

山
の
子
学
園
共
同
村
は
現
在
、
大
門
・
美
し
松
区
に
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
高
齢
化
や
施
設
の
老ろ

う
き
ゅ
う
か

朽
化
に
よ
る
建
替

え
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
や
職
員
の
利
便
性
を
よ
り
一

層
図
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
建
設
地
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
古
町
公
民
館
（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
）
と
の
一
体
的
な

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

昨年飛来したアサギマダラ昨年飛来したアサギマダラ

町 の わ だ い
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 長和町の人口　　総人口 5,908 人　　世帯 2,627 世帯　　男性 2,917 人　　女性 2,991 人　　（令和 2 年８月 1 日現在）
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